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(57)【要約】
本開示のある複数の実施形態は基地局（ＢＳ）と移動局
（ＭＳ）との間の通信に貢献する無線周波数（ＲＦ）キ
ャリアを切換えるための方法を提供する。キャリアの切
換えは同一ＢＳ内の２つの異なるＲＦキャリア間のハン
ドオフ・プロシージャと見なされることができる。ＲＦ
キャリアの切換えのための単純化されたハンドオフ・プ
ロシージャは、ＭＳがその物理接続をプライマリＲＦキ
ャリアからセカンダリＲＦキャリアに切換える場合に、
並びに、ＢＳがＭＳを１つのプライマリＲＦキャリアか
ら別のプライマリＲＦキャリアに移すことを決定する場
合に、適用されることができる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアへ切換え
るための方法であって、
　前記新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ
＿ＩＤメッセージ）を、前記旧ＲＦキャリアを使用して移動局（ＭＳ）へ送信すること、
　前記ＭＳでの前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するた
めに前記旧ＲＦキャリアを使用して前記ＭＳから送られる第１確認応答メッセージを受信
すること、
　前記ＭＳに前記新ＲＦキャリアにおけるリソースを割当てるため、およびアップリンク
高速フィードバック・チャネルにおけるリソースを割当てるための第２メッセージ（ＡＬ
ＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を送信すること、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期成功を確認応答するために前記アップリンク高速フィード
バック・チャネルを介して前記ＭＳから送られる第２確認応答メッセージを受信すること
、
を備える方法。
【請求項２】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、前記ＭＳが前記ＲＦキャリアを切換え
ることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキャリア
についての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む、請求
項１の方法。
【請求項３】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
項２の方法。
【請求項４】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアにおける以前の割当てリソースを、前記Ｂ
Ｓが前記ＭＳから前記新ＲＦキャリアへの同期成功についての前記第２確認応答メッセー
ジを受信すると直ぐにリリースすることをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項５】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースを割当てることを、前記
ＢＳが前記ＭＳから前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功についての前
記第１確認応答メッセージを受信すると直ちに停止することをさらに備える、請求項１の
方法。
【請求項６】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースの割当てを保持すること
、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期不成功について前記ＢＳに通知するために前記旧ＲＦキャ
リアを使用して前記ＭＳから送られる否定応答メッセージを前記ＢＳで受信すること、
をさらに備える、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項１の方法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアへ切換え
るための方法であって、
　新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示し前記旧ＲＦキャリアを使用して送信されるメッ
セージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、基地局（ＢＳ）から受信すること
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、
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために前記旧Ｒ
Ｆキャリアを使用して前記ＢＳに第１確認応答メッセージを送信すること、
　前記新ＲＦキャリアにおけるリソースの割当てのためおよびアップリンク高速フィード
バック・チャネルにおけるリソースの割当てのため、前記旧ＲＦキャリアを使用して前記
ＢＳから送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を受信すること
、および
前記新ＲＦキャリアへの同期処理の成功を確認応答するために前記アップリンク高速フィ
ードバック・チャネルを介して第２確認応答メッセージを送信すること
を備える方法。
【請求項１１】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、移動局（ＭＳ）が前記ＲＦキャリアを
切換えることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキ
ャリアについての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む
、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
項１１の方法。
【請求項１３】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記旧ＲＦキャリアについての前記情報とは
異なる情報を含む、請求項１２の方法。
【請求項１４】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項１０の方法。
【請求項１５】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項１０の方法。
【請求項１６】
　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項１０の方法。
【請求項１７】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアへ切換え
るための装置であって、
　前記新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ
＿ＩＤメッセージ）を、前記旧ＲＦキャリアを使用して移動局（ＭＳ）に送信するための
ロジック、
　前記ＭＳでの前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するた
めに前記旧ＲＦキャリアを使用して前記ＭＳから送られる第１確認応答メッセージを受信
するためのロジック、
　前記ＭＳに前記新ＲＦキャリアにおけるリソースを割当てるため、およびアップリンク
高速フィードバック・チャネルにおけるリソースを割当てるための第２メッセージ（ＡＬ
ＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を送信するためのロジック、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期成功を確認応答するために前記アップリンク高速フィード
バック・チャネルを介して前記ＭＳから送られる第２確認応答メッセージを受信するため
のロジック、
を備える装置。
【請求項１８】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、前記ＭＳが前記ＲＦキャリアを切換え
ることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキャリア
についての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む、請求
項１７の装置。
【請求項１９】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
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項１８の装置。
【請求項２０】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアにおける以前の割当てリソースを、前記Ｂ
Ｓが前記ＭＳから前記ＭＳから前記新ＲＦキャリアへの同期成功についての前記第２確認
応答メッセージを受信すると直ちにリリースするためのロジックをさらに備える、請求項
１７の装置。
【請求項２１】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースを割当てることを、前記
ＢＳが前記ＭＳから前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功についての前
記第１確認応答メッセージを受信すると直ちに停止するためのロジックをさらに備える、
請求項１７の装置。
【請求項２２】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースの割当てを保持するため
のロジック、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期不成功について前記ＢＳに通知するために前記旧ＲＦキャ
リアを使用して前記ＭＳから送られる否定応答メッセージを前記ＢＳで受信するためのロ
ジック、
をさらに備える、請求項１７の装置。
【請求項２３】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項１７の装置。
【請求項２４】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項１７の装置。
【請求項２５】
　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項１７の装置。
【請求項２６】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアへ切換え
るための装置であって、
　新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示し前記旧ＲＦキャリアを使用して送信されるメッ
セージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、基地局（ＢＳ）から受信するため
のロジック、
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために前記旧Ｒ
Ｆキャリアを使用して前記ＢＳに第１確認応答メッセージを送信するためのロジック、
　前記新ＲＦキャリアにおけるリソースの割当てるため、およびアップリンク高速フィー
ドバック・チャネルにおけるリソースを割当てるために前記旧ＲＦキャリアを使用して前
記ＢＳから送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を受信するた
めのロジック、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期処理の成功を確認応答するために前記アップリンク高速フ
ィードバック・チャネルを介して第２確認応答メッセージを送信するためのロジック、
を備える装置。
【請求項２７】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、移動局（ＭＳ）が前記ＲＦキャリアを
切換えることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキ
ャリアについての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む
、請求項２６の装置。
【請求項２８】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
項２７の装置。
【請求項２９】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記旧ＲＦキャリアについての前記情報とは
異なる情報を含む、請求項２８の装置。
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【請求項３０】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項２６の装置。
【請求項３１】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項２６の装置。
【請求項３２】
　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項２６の装置。
【請求項３３】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアへ切換え
るための装置であって、
　前記新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ
＿ＩＤメッセージ）を、前記旧ＲＦキャリアを使用して移動局（ＭＳ）に送信するための
手段、
　前記ＭＳでの前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するた
めに前記旧ＲＦキャリアを使用して前記ＭＳから送られる第１確認応答メッセージを受信
するための手段、
　前記ＭＳに前記新ＲＦキャリアにおけるリソースを割当てるため、およびアップリンク
高速フィードバック・チャネルにおけるリソースを割当てるための第２メッセージ（ＡＬ
ＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を送信するための手段、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期成功を確認応答するために前記アップリンク高速フィード
バック・チャネルを介して前記ＭＳから送られる第２確認応答メッセージを受信するため
の手段、
を備える装置。
【請求項３４】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、前記ＭＳが前記ＲＦキャリアを切換え
ることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキャリア
についての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む、請求
項３３の装置。
【請求項３５】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
項３４の装置。
【請求項３６】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアにおける以前の割当てリソースを、前記Ｂ
Ｓが前記ＭＳから前記新ＲＦキャリアへの同期成功についての前記第２確認応答メッセー
ジを受信すると直ちに、リリースするための手段をさらに備える、請求項３３の装置。
【請求項３７】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースを割当てることを、前記
ＢＳが前記ＭＳから前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功についての前
記第１確認応答メッセージを受信すると直ちに停止するための手段をさらに備える、請求
項３３の装置。
【請求項３８】
　基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースの割当てを保持するため
の手段、および
前記新ＲＦキャリアへの同期不成功について前記ＢＳに通知するために前記旧ＲＦキャリ
アを使用して前記ＭＳから送られる否定応答メッセージを前記ＢＳで受信するための手段
をさらに備える、請求項３３の装置。
【請求項３９】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項３３の装置。
【請求項４０】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項３３の装置。
【請求項４１】
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　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項３３の装置。
【請求項４２】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアへ切換え
るための装置であって、
　新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示し前記旧ＲＦキャリアを使用して送信されるメッ
セージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、基地局（ＢＳ）から受信するため
の手段、
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために前記旧Ｒ
Ｆキャリアを使用して前記ＢＳに第１確認応答メッセージを送信するための手段、
　前記新ＲＦキャリアにおけるリソースの割当てるため、およびアップリンク高速フィー
ドバック・チャネルにおけるリソースの割当てのために前記旧ＲＦキャリアを使用して前
記ＢＳから送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を受信するた
めの手段、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期処理の成功を確認応答するために前記アップリンク高速フ
ィードバック・チャネルを介して第２確認応答メッセージを送信するための手段、
を備える装置。
【請求項４３】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、移動局（ＭＳ）が前記ＲＦキャリアを
切換えることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキ
ャリアについての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む
、請求項４２の装置。
【請求項４４】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
項４３の装置。
【請求項４５】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記旧ＲＦキャリアについての前記情報とは
異なる情報を含む、請求項４４の装置。
【請求項４６】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項４２の装置。
【請求項４７】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項４２の装置。
【請求項４８】
　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項４２の装置。
【請求項４９】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアに切換え
るためのコンピュータ・プログラム製品であって、媒体上に記憶される複数の命令を有す
るコンピュータ可読媒体を備え、前記複数の命令は１または複数のプロセッサによって実
行可能であり、かつ前記複数の命令は、
　前記新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ
＿ＩＤメッセージ）を、前記旧ＲＦキャリアを使用して移動局（ＭＳ）に送信するための
複数の命令、
　前記ＭＳでの前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するた
めに前記旧ＲＦキャリアを使用して前記ＭＳから送られる第１確認応答メッセージを受信
するための複数の命令、
　前記ＭＳに前記新ＲＦキャリアにおけるリソースを割当てるため、およびアップリンク
高速フィードバック・チャネルにおけるリソースを割当てるための第２メッセージ（ＡＬ
ＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を送信するための複数の命令、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期成功を確認応答するために前記アップリンク高速フィード
バック・チャネルを介して前記ＭＳから送られる第２確認応答メッセージを受信するため
の複数の命令、
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を備える、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項５０】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、前記ＭＳが前記ＲＦキャリアを切換え
ることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキャリア
についての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む、請求
項４９のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項５１】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
項５０のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項５２】
　複数の命令はさらに基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアにおける以前の割当て
リソースを、前記ＢＳが前記ＭＳから前記新ＲＦキャリアへの同期成功についての前記第
２確認応答メッセージを受信すると直ちにリリースするための複数の命令を含む、請求項
４９のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項５３】
　複数の命令はさらに基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースを割
当てることを、前記ＢＳが前記ＭＳから前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受
信成功についての前記第１確認応答メッセージを受信すると直ちに停止するための複数の
命令を含む、請求項４９のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項５４】
　複数の命令はさらに基地局（ＢＳ）によって前記旧ＲＦキャリアについてリソースの割
当てを保持するための命令、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期不成功について前記ＢＳに通知するために前記旧ＲＦキャ
リアを使用して前記ＭＳから送られる否定応答メッセージを前記ＢＳで受信するための命
令、
を備える、請求項４９のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項５５】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項４９のコンピュータ・プ
ログラム製品。
【請求項５６】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項４９のコンピュータ・プ
ログラム製品。
【請求項５７】
　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項４９のコンピュータ・プ
ログラム製品。
【請求項５８】
　無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから新ＲＦキャリアに切換え
るためのコンピュータ・プログラム製品であって、媒体上に記憶される複数の命令を有す
るコンピュータ可読媒体を備え、前記複数の命令は１または複数のプロセッサによって実
行可能であり、かつ前記複数の命令は、
　新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示し前記旧ＲＦキャリアを使用して送信されるメッ
セージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、基地局（ＢＳ）から受信するため
の複数の命令、
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために前記旧Ｒ
Ｆキャリアを使用して前記ＢＳに第１確認応答メッセージを送信するための複数の命令、
　前記新ＲＦキャリアにおけるリソースの割当てるため、およびアップリンク高速フィー
ドバック・チャネルにおけるリソースの割当てのために前記旧ＲＦキャリアを使用して前
記ＢＳから送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を受信するた
めの複数の命令、および
　前記新ＲＦキャリアへの同期処理の成功を確認応答するために前記アップリンク高速フ
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ィードバック・チャネルを介して第２確認応答メッセージを送信するための複数の命令、
を備える、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項５９】
　前記ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージは、移動局（ＭＳ）が前記ＲＦキャリアを
切換えることを試みる以前の前記旧ＲＦキャリアにおける最後のフレーム、前記新ＲＦキ
ャリアについての情報、および前記新ＲＦキャリアの同期チャネルについての情報を含む
、請求項５８のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項６０】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記新ＲＦキャリアの所在位置を含む、請求
項５９のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項６１】
　前記新ＲＦキャリアについての前記情報は前記旧ＲＦキャリアについての前記情報とは
異なる情報を含む、請求項６０のコンピュータ・プログラム製品。
【請求項６２】
　前記旧ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項５８のコンピュータ・プ
ログラム製品。
【請求項６３】
　前記新ＲＦキャリアはプライマリＲＦキャリアである、請求項５８のコンピュータ・プ
ログラム製品。
【請求項６４】
　前記新ＲＦキャリアはセカンダリＲＦキャリアである、請求項５８のコンピュータ・プ
ログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
［優先権主張］
　本特許出願は、２００８年１１月１４日に提出された “Ｓａｍｅ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａ
ｔｉｏｎ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｈａｎｄｏｆｆ　ｆｏｒ　Ｍｕｌｔｉｃａｒｒｉｅｒ Ｓｕ
ｐｐｏｒｔ”と題する米国特許仮出願番号第６１／１１５，０１５号に優先権を主張する
。この仮出願は本出願の譲受人に譲渡され、そして、全ての目的のために参照としてここ
に明確に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は一般に無線通信システムに関し、より具体的には複数の無線周波数キャリアを
切換えるための方法に関する。
【発明の概要】
【０００３】
　本開示のある実施形態は無線通信システムにおいて旧無線周波数（radio frequency）
（ＲＦ）キャリア（carrier）から新ＲＦキャリアに切換えるための方法を提供する。本
方法は一般に、旧ＲＦキャリアを使用して、新ＲＦキャリアへのハンドオフ（handoff）
を指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、移動局（mobi
le station）（ＭＳ）に送信すること、ＭＳでのＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ
の受信成功を確認応答するために旧ＲＦキャリアを使用してＭＳから送られる第１確認応
答メッセージを受信すること、ＭＳに新ＲＦキャリアにおけるリソースを割当てるため、
およびアップリンク高速フィードバック・チャネルにおけるリソースを割当てるための第
２メッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を送信すること、および新ＲＦ
キャリアへの同期成功を確認応答するためにアップリンク高速フィードバック・チャネル
を介してＭＳから送られる第２確認応答メッセージを受信することを含む。
【０００４】
　本開示のある実施形態は無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから
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新ＲＦキャリアに切換えるための方法を提供する。本方法は一般に、新ＲＦキャリアへの
ハンドオフを指示し旧ＲＦキャリアを使用して送信されるメッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿
ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、基地局（base station）（ＢＳ）から受信すること、ＣＡＲ
ＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために旧ＲＦキャリアを使用
してＢＳに第１確認応答メッセージを送信すること、新ＲＦキャリアにおけるリソースの
割当てるため、およびアップリンク高速フィードバック・チャネルにおけるリソースの割
当てのために旧ＲＦキャリアを使用してＢＳから送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥ
ＷＣＡＲＲメッセージ）を受信すること、および新ＲＦキャリアへの同期処理の成功を確
認応答するためにアップリンク高速フィードバック・チャネルを介して第２確認応答メッ
セージを送信することを含む。
【０００５】
　本開示のある実施形態は無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから
新ＲＦキャリアに切換えるための装置を提供する。本装置は一般に、新ＲＦキャリアへの
ハンドオフを指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、旧
ＲＦキャリアを使用して移動局（ＭＳ）に送信するためのロジック、ＭＳでのＣＡＲＲＩ
ＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために旧ＲＦキャリアを使用して
ＭＳから送られる第１確認応答メッセージを受信するためのロジック、ＭＳに新ＲＦキャ
リアにおけるリソースを割当てるため、およびアップリンク高速フィードバック・チャネ
ルにおけるリソースを割当てるための第２メッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッ
セージ）を送信するためのロジック、および、新ＲＦキャリアへの同期成功を確認応答す
るためにアップリンク高速フィードバック・チャネルを介してＭＳから送られる第２確認
応答メッセージを受信するためのロジックを含む。
【０００６】
　本開示のある実施形態は無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから
新ＲＦキャリアに切換えるための装置を提供する。本装置は一般に、新ＲＦキャリアへの
ハンドオフを指示し旧ＲＦキャリアを使用して送信されるメッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿
ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を基地局（ＢＳ）から受信するためのロジック、ＣＡＲＲＩＥＲ
＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために旧ＲＦキャリアを使用してＢＳ
に第１確認応答メッセージを送信するためのロジック、新ＲＦキャリアにおけるリソース
の割当てのため、およびアップリンク高速フィードバック・チャネルにおけるリソースの
割当てのために旧ＲＦキャリアを使用してＢＳから送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿Ｎ
ＥＷＣＡＲＲメッセージ）を受信するためのロジック、および、新ＲＦキャリアへの同期
処理の成功を確認応答するためにアップリンク高速フィードバック・チャネルを介して第
２確認応答メッセージを送信するためのロジックを含む。
【０００７】
　本開示のある実施形態は無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから
新ＲＦキャリアへ切換えるための装置を提供する。本装置は一般に、新ＲＦキャリアへの
ハンドオフを指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、旧
ＲＦキャリアを使用して移動局（ＭＳ）に送信するための手段、ＭＳでのＣＡＲＲＩＥＲ
＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために旧ＲＦキャリアを使用してＭＳ
から送られる第１確認応答メッセージを受信するための手段、ＭＳに新ＲＦキャリアにお
けるリソースを割当てるため、およびアップリンク高速フィードバック・チャネルにおけ
るリソースを割当てるための第２メッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）
を送信するための手段、および新ＲＦキャリアへの同期成功を確認応答するためにアップ
リンク高速フィードバック・チャネルを介してＭＳから送られる第２確認応答メッセージ
を受信するための手段を含む。
【０００８】
　本開示のある実施形態は無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアから
新ＲＦキャリアに切換えるための装置を提供する。本装置は一般に、新ＲＦキャリアへの
ハンドオフを指示し旧ＲＦキャリアを使用して送信されるメッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿
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ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を基地局（ＢＳ）から受信するための手段、ＣＡＲＲＩＥＲ＿Ｈ
Ｏ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答するために旧ＲＦキャリアを使用してＢＳに第
１確認応答メッセージを送信するための手段、新ＲＦキャリアにおけるリソースの割当て
、およびアップリンク高速フィードバック・チャネルにおけるリソースの割当てのために
旧ＲＦキャリアを使用してＢＳから送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメ
ッセージ）を受信するための手段、および、新ＲＦキャリアへの同期処理の成功を確認応
答するためにアップリンク高速フィードバック・チャネルを介して第２確認応答メッセー
ジを送信するための手段を含む。
【０００９】
　本開示のある実施形態は、無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアか
ら新ＲＦキャリアに切換えるためのコンピュータ・プログラム製品を提供し、コンピュー
タ・プログラム製品は媒体上に記憶された複数の命令を有するコンピュータ可読媒体を備
え、これら複数の命令は１または複数のプロセッサによって実行可能である。これら複数
の命令は一般に、新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示する第１メッセージ（ＣＡＲＲＩ
ＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を、旧ＲＦキャリアを使用して移動局（ＭＳ）に送信する
ための複数の命令、ＭＳでのＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応
答するために旧ＲＦキャリアを使用してＭＳから送られる第１確認応答メッセージを受信
するための複数の命令、ＭＳに新ＲＦキャリアにおけるリソースを割当てるため、および
アップリンク高速フィードバック・チャネルにおけるリソースを割当てるための第２メッ
セージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を送信するための複数の命令、および
、新ＲＦキャリアへの同期成功を確認応答するためにアップリンク高速フィードバック・
チャネルを介してＭＳから送られる第２確認応答メッセージを受信するための複数の命令
を含む。
【００１０】
　本開示のある実施形態は、無線通信システムにおいて旧無線周波数（ＲＦ）キャリアか
ら新ＲＦキャリアに切換えるためのコンピュータ・プログラム製品を提供し、コンピュー
タ・プログラム製品は媒体上に記憶された複数の命令を有するコンピュータ可読媒体を備
え、これら複数の命令は１または複数のプロセッサによって実行可能である。これら複数
の命令は一般に、新ＲＦキャリアへのハンドオフを指示し旧ＲＦキャリアを使用して送信
されるメッセージ（ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージ）を基地局（ＢＳ）から受信
するための複数の命令、ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージの受信成功を確認応答す
るために旧ＲＦキャリアを使用してＢＳに第１確認応答メッセージを送信するための複数
の命令、新ＲＦキャリアにおけるリソースの割当てのため、およびアップリンク高速フィ
ードバック・チャネルにおけるリソースの割当てのために旧ＲＦキャリアを使用してＢＳ
から送られるメッセージ（ＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ）を受信するための複
数の命令、および新ＲＦキャリアへの同期処理の成功を確認応答するためにアップリンク
高速フィードバック・チャネルを介して第２確認応答メッセージを送信するための複数の
命令を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本開示の上記の特徴が詳細に理解されることが可能なように、上で簡単に要約された説
明のより詳しい説明が実施形態を参照して行われ、実施形態の一部は添付図面に示される
。しかしながら、添付図面は本開示の単にある典型的な実施形態を示すものにすぎず、説
明が他の同等に有効な実施形態を許容し得るので、本開示の範囲を限定するもの出ないこ
とに注意されたい。
【図１】図１は、本開示のある実施形態に従う無線通信システムの例を示す。
【図２】図２は本開示のある実施形態に従う無線装置で利用され得る様々なコンポーネン
トを示す。
【図３】図３は本開示のある実施形態に従う無線通信システム内で利用される送信機の例
と受信機の例を示す。
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【図４】図４は本開示のある実施形態に従う移動局における単一キャリア・モードとマル
チキャリア・モードのフレーム構造を示す。
【図５】図５は本開示のある実施形態に従うマルチキャリア・システムにおける無線周波
数（ＲＦ）の切換えのための動作の例を示す。
【図５Ａ】図５Ａは図５で示される複数の動作を行うことが可能な複数のコンポーネント
の例を示す。
【図６】図６は、本開示のある複数の実施形態に従って、１つのＲＦキャリアから別のＲ
Ｆキャリアへの切換え期間に基地局と移動局との間で複数の制御メッセージを交換するこ
とを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　“具体例の（exemplary）”という用語は本明細書中では“例、例証、または実例とし
て働く”ということを意味するために使用される。本明細書中で“具体例の”と記載され
る何れの実施形態も、他の実施形態に対して優位であるまたは有利であると解釈される必
要はない。
【００１３】
　米国電気電子技術者協会（The Institute of Electrical and Electronics Engineers
）（ＩＥＥＥ）８０２．１６ｍ規格は複数の無線周波数（ＲＦ）キャリアを使用する基地
局（ＢＳ）と移動局（ＭＳ）との間の通信をサポートする。各ＭＳは唯１つのＲＦキャリ
ア（即ち、プライマリ（primary）キャリア）によって制御され得るもので、１または複
数のセカンダリ（secondary）キャリア上でデータを送信または受信し得る。同一ＢＳに
よってサービスを受ける異なる移動局は異なるプライマリＲＦキャリアを有し得る。
【００１４】
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格はキャリア切換えと呼ばれるマルチキャリア動作を規定し
、これは単一無線ＭＳの場合に有益であり得る。単一無線ＭＳは、ＢＳによって指示され
るのに従って、自身の物理層（physical layer）（ＰＨＹ）をプライマリ・キャリアから
セカンダリ・キャリアに切換えて、プライマリ・キャリアへのＰＨＹ接続を失い得る。さ
らに、ＢＳはＭＳを異なるプライマリ・キャリアへ移すことを決定し得る。この特別なプ
ロシージャ（procedure）は同一サービングＢＳ内の２つの異なるＲＦキャリア間のハン
ドオフ・プロシージャとして見ることができる。
【００１５】
　本開示のある実施形態は、小さな制御オーバーヘッドを用いてＲＦキャリアを効率的に
切換えるための方法をサポートする。
【００１６】
具体例の無線通信システム
　本明細書記載の複数の技術は、様々な広帯域無線通信システムのために利用され得るも
ので、直交多重化方式に基づく複数の通信システムを含む。これら複数の通信システムの
実例は直交周波数分割多元接続（Orthogonal Frequency Division Multiple Access）（
ＯＦＤＭＡ）システム、単一キャリア（Single-Carrier）周波数分割多元接続（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）システム、等々を含む。ＯＦＤＭＡシステムは直交周波数分割多重（orthogonal
 frequency division multiplexing）（ＯＦＤＭ）を利用し、ＯＦＤＭは全システムの帯
域幅を複数の直交するサブキャリアに分割する変調技術である。これらのサブキャリアは
トーン、ビン、等々とも呼ばれる。ＯＦＤＭに関しては、それぞれのサブキャリアはデー
タを用いて独立に変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システムの帯域幅にわたっ
て分布されるサブキャリア上で伝送するインターリーブ型（interleaved）ＦＤＭＡ（Ｉ
ＦＤＭＡ）、隣接するサブキャリアの１ブロック上で伝送する局所型（localized）ＦＤ
ＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、あるいは、隣接するサブキャリアの複数のブロック上で伝送する拡
張型（enhanced）ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用し得る。一般に、変調シンボルは、ＯＦ
ＤＭについて周波数領域で送られ、ＳＣ－ＦＤＭＡについて時間領域で送られる。
【００１７】



(12) JP 2012-509027 A 2012.4.12

10

20

30

40

50

　直交多重化方式に基づく通信システムの一特定例はＷｉＭＡＸシステムである。ＷｉＭ
ＡＸは、Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏ
ｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓを意味し、長距離にわたる高スループットの広帯域接続を提供す
る規格準拠の広帯域無線技術である。今日ＷｉＭＡＸには２つの主要なアプリケーション
、固定型ＷｉＭＡＸと移動型ＷｉＭＡＸ、がある。固定型ＷｉＭＡＸアプリケーションは
ポイント・ツー・マルチポイント（point-to-multipoint）であって、例えば、複数の家
庭とビジネスへの広帯域接続を可能にする。移動型ＷｉＭＡＸは広帯域速度でのセルラ・
ネットワークの十分な移動性を提供する。
【００１８】
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｘは発展途上にある規格機構であって固定型および移動型広帯域
無線アクセス（broadband wireless access）（ＢＷＡ）システムのための無線インター
フェースを規定する。これらの規格は少なくとも４つの異なる物理層（ＰＨＹ）と１つの
媒体アクセス制御（medium access control）（ＭＡＣ）層を規定する。４つの物理層の
内のＯＦＤＭ物理層とＯＦＤＭＡ物理層はそれぞれ固定型および移動型ＢＷＡエリアで最
も一般的である。
【００１９】
　図１はシステム１００全体にわたって分散された様々な利用者端末１０６を図示する。
利用者端末１０６は固定型（即ち、静止型）であっても移動型であっても良い。利用者端
末１０６は遠隔局、接続端末、端末、加入者ユニット、移動局、局、利用者装置、等々と
も呼ばれ得る。利用者端末１０６は、セルラ電話、携帯情報端末（personal digital ass
istant）（ＰＤＡ）、ハンドヘルド装置、無線モデム、ラップトップ・コンピュータ、パ
ソコン等のような無線装置あってよい。
【００２０】
　様々なアルゴリズムと方法が、基地局１０４と利用者端末１０６との間の無線通信シス
テム１００における伝送のために利用され得る。例えば、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技術に従
って、基地局１０４と利用者端末１０６との間で、複数の信号が送受信され得る。この場
合、無線通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。
【００２１】
　基地局１０４から利用者端末１０６への送信を助ける通信回線はダウンリンク（downli
nk）（ＤＬ）１０８と呼ばれ、利用者端末１０６から基地局１０４への送信を助ける通信
回線はアップリンク（uplink）（ＵＬ）１１０と呼ばれ得る。代わって、ダウンリンク１
０８は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれ、アップリンク１１０は逆方向リンク
または逆方向チャネルと呼ばれ得る。
【００２２】
　セル１０２は複数のセクタ１１２に分割され得る。１つのセクタ１１２はセル１０２内
の１つの物理的な通信範囲である。無線通信システム１００内の基地局１０４は電力の流
れをセル１０２の特定のセクタ１１２内に集中させるアンテナを利用し得る。そのような
アンテナは指向性アンテナと呼ばれ得る。
【００２３】
　図２は無線通信システム１００内で採用され得る無線装置２０２で利用され得る様々な
コンポーネントを示す。無線装置２０２は本明細書で説明される様々な方法を実現するよ
うに構成され得る装置の一例である。無線装置２０２は基地局１０４または利用者端末１
０６であり得る。
【００２４】
　無線装置２０２は無線装置２０２の動作を制御するプロセッサ２０４を含み得る。プロ
セッサ２０４は中央演算処理装置（ＣＰＵ）とも呼ばれ得る。メモリ２０６は、読み出し
専用メモリ（ＲＯＭ）とランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）双方を含み得るもので、
プロセッサ２０４に複数の命令とデータを供給する。メモリ２０６の一部分はまた非揮発
性（non-volatile）ランダム・アクセス・メモリ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ
２０４は一般的にはメモリ内に記憶された複数のプログラム命令に基づいて論理演算およ
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び算術演算を実行する。メモリ２０６内の複数の命令は本明細書記載の複数の方法を実現
するために実行可能であり得る。
【００２５】
　無線装置２０２は、無線装置２０２と遠隔地との間でのデータの送受信を可能にする、
送信機２１０と受信機２１２を含み得る筺体２０８をも含み得る。送信機２１０と受信機
２１２はトランシーバ２１４に一体化され得る。アンテナ２１６が筺体２０８に付けられ
てトランシーバ２１４に電気的に結合され得る。無線装置２０２は（図示されないが）複
数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含み
得る。
【００２６】
　無線装置２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレベルを検出して定
量化するために使用され得るもので、信号検出器２１８をも含み得る。信号検出器２１８
は、全エネルギー、サブキャリア毎シンボル毎のエネルギー、電力スペクトル密度および
その他の信号のような、信号を検出し得る。無線装置２０２は信号処理で使用するための
デジタル信号処理装置（digital signal processor）（ＤＳＰ）２２０をも含み得る。
【００２７】
　無線装置２０２の様々なコンポーネントはバス・システム２２２によって相互に結合さ
れ得るもので、バス・システム２２２は、データ・バスに加えて、電力バス、制御信号バ
ス、およびステータス信号バスを含み得る。
【００２８】
　図３はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡを利用する無線通信システム１００内で使用され得る送信
機３０２の一例を示す。送信機３０２の複数の部分は無線装置２０２の送信機２１０にお
いて実施され得る。送信機３０２はダウンリンク１０８上で利用者端末１０６へデータ３
０６を送信するために基地局１０４において実施され得る。送信機３０２はアップリンク
１１０上で基地局１０４へデータ３０６を送信するために利用者端末１０６においても実
施され得る。
【００２９】
　送信されるべきデータ３０６はシリアル／パラレル（serial-to-parallel）（Ｓ／Ｐ）
変換器３０８への入力として供給されると図示される。Ｓ／Ｐ変換器３０８は送信データ
をＭ個の並列データ・ストリーム３１０に分割し得る。
【００３０】
　Ｍ個の並列データ・ストリーム３１０は次にマッパ（mapper）３１２への入力として供
給され得る。マッパ３１２はＭ個の並列データ・ストリーム３１０をＭ個のコンステレー
ション（constellation）点上にマッピングし得る。マッピングは、２相位相偏移変調（
ＢＰＳＫ）、４相位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、８相位相偏移変調（８ＰＳＫ）、直交振幅
変調（quadrature amplitude modulation）（ＱＡＭ）、等々のような、何らかの変調コ
ンステレーションを使用して行われ得る。従って、マッパ３１２は、各シンボル・ストリ
ーム３１６が逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）３２０のＭ個の直交するサブキャリアの１
つに対応するＭ個の並列シンボル・ストリーム３１６を出力し得る。これらＭ個の並列シ
ンボル・ストリーム３１６は周波数領域で表わされて、ＩＦＦＴコンポーネント３２０に
よってＭ個の並列する時間領域サンプル・ストリーム３１８に変換され得る。
【００３１】
　ここで用語についての簡単な注意が与えられる。周波数領域におけるＭ個の並列変調は
周波数領域におけるＭ個の変調シンボルと同等であり、後者は周波数領域におけるＭ個の
マッピングとＭ点ＩＦＦＴと同等であり、これは時間領域における１つの（有効な）ＯＦ
ＤＭシンボルと同等であり、これは時間領域におけるＭ個のサンプルにと同等である。時
間領域における１つのＯＦＤＭシンボル、Ｎｓ、はＮｃｐ（ＯＦＤＭシンボル毎のガード
・サンプルの個数）＋Ｍ（ＯＦＤＭシンボル毎の有効サンプルの個数）に等しい。
【００３２】
　Ｍ個の並列時間領域サンプル・ストリーム３１８はパラレル／シリアル（Ｐ／Ｓ）変換
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器３２４によってＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル・ストリーム３２２に変換され得る。ガ
ード挿入コンポーネント３２６はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル・ストリーム３２２にお
ける連続するＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボルの間にガード・インターバルを挿入し得る。
ガード挿入コンポーネント３２６の出力は次に無線周波数（ＲＦ）フロントエンド３２８
によって所望の送信周波数帯にアップコンバートされ得る。次にアンテナ３３０は結果と
して得られた信号３３２を送信し得る。
【００３３】
　図３は又ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡを利用する無線装置２０２内で使用され得る受信機３０
４の一例を示す。受信機３０４の複数の部分は無線装置２０２の受信機２１２において実
施され得る。受信機３０４はダウンリンク１０８上の基地局１０４からのデータ３０６を
受信するために利用者端末１０６において実施され得る。受信機３０４は又アップリンク
１１０上の利用者端末１０６からのデータ３０６を受信するために基地局１０４において
実施され得る。
【００３４】
　無線チャネル３３４を介して伝播する送信された信号３３２が示される。信号３３２´
がアンテナ３３０´によって受信されると、受信された信号３３２´はＲＦフロントエン
ド３２８´によってベースバンド信号にダウンコンバートされ得る。ガード除去コンポー
ネント３２６´は次にガード挿入コンポーネント３２６によってＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシ
ンボル間に挿入されたガード・インターバルを除去し得る。
【００３５】
　ガード除去コンポーネント３２６´の出力はＳ／Ｐ変換器３２４´に供給され得る。Ｓ
／Ｐ変換器３２４´はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル・ストリーム３２２´を、各々Ｍ個
の直交サブキャリアの１つに対応するＭ個の並列時間領域シンボル・ストリーム３１８´
に分割し得る。高速フーリエ変換（ＦＦＴ）コンポーネント３２０´はＭ個の並列時間領
域シンボル・ストリーム３１８´を周波数領域に変換してＭ個の並列周波数領域シンボル
・ストリーム３１６´を出力し得る。
【００３６】
　デマッパ（demapper）３１２´は、マッパ３１２によって行われたシンボル・マッピン
グ動作の逆を行い、これによってＭ個の並列データ・ストリーム３１０´を出力し得る。
Ｐ／Ｓ変換器３０８´はＭ個の並列データ・ストリーム３１０´を単一のデータ・ストリ
ーム３０６´に結合し得る。理想的には、このデータ・ストリーム３０６´は送信機３０
２への入力として供給されたデータ３０６に対応する。構成要素３０８´、３１０´、３
１２´、３１６´、３２０´、３１８´および３２４´の全てはベースバンド・プロセッ
サ３４０´において見つけられ得ることに注意されたい。
【００３７】
具体例のマルチキャリア制御構造
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格は複数の無線周波数（ＲＦ）キャリアを利用する基地局（
ＢＳ）と移動局（ＭＳ）との間の通信をサポートする。それぞれのＭＳは唯１つのＲＦキ
ャリア（即ち、プライマリＲＦキャリア）によって制御されることができ、１または複数
のセカンダリＲＦキャリア上でデータを送信または受信し得る。同一のＢＳによってサー
ビスされる異なる移動局は異なるプライマリＲＦキャリアを有し得る。
【００３８】
　マルチキャリア・システムのＲＦキャリアは、完全構成されたキャリアおよび部分構成
されたキャリアとして構成され得る。完全構成されたＲＦキャリアは、同期チャネル（Ｓ
ＣＨ）、報知チャネル（ＢＣＨ）、マルチキャスト制御シグナリングおよびユニキャスト
制御シグナリングを含む全制御チャネルが構成されることのできるキャリアである。マル
チキャリア動作に関する情報とパラメータはこれら制御チャネル内に含まれることができ
る。他方、部分構成されたＲＦキャリアは、トラフィック交換をサポートするために本来
の制御チャネル構成だけに特化されたキャリアである。
【００３９】
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　移動局の観点からは、マルチキャリア・システムに関与するＲＦキャリアは２つの型、
プライマリ・キャリアとセカンダリ・キャリアに分割され得る。プライマリＲＦキャリア
はトラフィックおよびＰＨＹ／ＭＡＣ（物理層／媒体アクセス制御）制御情報を交換する
ために使用され得る。また、プライマリＲＦキャリアはネットワーク・エントリーのよう
な制御機能のために利用され得るもので、完全構成され得る。各ＭＳは、唯１つのプライ
マリＲＦキャリアを有することができる。他方、セカンダリＲＦキャリアは、ＭＳがトラ
フィックのために使用し得る付加的キャリアであって、セカンダリＲＦキャリアがＢＳに
よって特定される場合に限られ、これは一般的にはプライマリＲＦキャリアを介して達成
され得る。セカンダリＲＦキャリアは、制御シグナリングをも含み得るもので、部分構成
され得る。
【００４０】
具体例のマルチキャリア原理
　ＭＳへのリソース割当てはプライマリＲＦキャリアと１または複数のセカンダリＲＦキ
ャリアにわたる。（存在、所在位置等々のような）セカンダリＲＦキャリアについてのあ
る情報はプライマリＲＦキャリアを介してＭＳに対して利用可能になり得る。
【００４１】
　第１のシナリオでは、システム内の全てのＲＦキャリアがスタンドアローン（standalo
ne）で動作するように完全構成され得るもので、いくらかの利用者達をそれらのプライマ
リＲＦキャリアとしてサポートし、他のいくらかの利用者達をそれらのセカンダリＲＦキ
ャリアとしてサポートし得る。第２のシナリオでは部分構成された補助ＲＦキャリアが限
定された制御シグナリングを持つあるサービスまたはトラフィック型に対するデータ・パ
イプとして最適化され得る。これら補助ＲＦキャリアはスタンドアローンで動作ことがで
きない。
【００４２】
　２つの異なるマルチキャリア動作であるキャリア・アグリゲーションおよびキャリア切
換えが特定され得る。キャリア・アグリゲーション動作は、ＭＳがセカンダリＲＦキャリ
アに切換え得るが、常にＰＨＹ接続を保持して自身のプライマリＲＦキャリア上の制御情
報をモニタし得ると想定する。単一無線ＭＳの場合、ＭＳがＢＳによって指示された後に
プライマリＲＦキャリアからセカンダリＲＦキャリアに自身のＰＨＹ接続を切換え得ると
想定してキャリア切換え動作が適用されることができる。
【００４３】
具体例のマルチキャリア動作
　図４は、単一キャリア・モードおよびマルチキャリア・モードで動作し移動局で利用さ
れる複数のフレーム構造を示す。両方のモードで同じフレーム構造がＢＳとＭＳとの間で
の通信のために利用され得ることが見て取れる。図４は３つの異なるＲＦキャリア、ＲＦ
Ｃ１、ＲＦＣ２およびＲＦＣ３を示す。各ＲＦキャリアは自身の同期チャネル（synchron
ization channel）（ＳＣＨ）とスーパーフレーム・ヘッダ（super-frame header）（Ｓ
ＦＨ）を有し得る。あらゆるスーパーフレームは、図４に示されるＦ０、Ｆ１、Ｆ２およ
びＦ３のような、複数のフレームから構成され得る。セカンダリＲＦキャリアはＳＦＨの
単に一部のみを使用し得ることに注意することは重要である。さらに、ＲＦキャリアは連
続または非連続の周波数スペクトルに配置され得る。
【００４４】
　あらゆるフレームは図４に示されるサブフレームＳＦ０、ＳＦ１、…、ＳＦ７のような
複数のサブフレームをフレームＦ１の一部として含み得る。単一キャリア・モードにある
移動局は一つだけのＲＦキャリアを利用でき、他方、図４に示されるように、マルチキャ
リア・モードにある移動局は複数のＲＦキャリアを利用し得る。
【００４５】
キャリア切換えのための具体例のハンドオフ・プロシージャ
　本開示のある複数の実施形態は単一無線ＭＳに対して適用されることができるＲＦキャ
リアの切換えのための単純化されたハンドオフ・プロシージャをサポートする。ＭＳが自
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身の物理接続をプライマリＲＦキャリアからセカンダリＲＦキャリアに切換えてよかった
り、ＢＳがＭＳを１つのプライマリＲＦキャリアから別のプライマリＲＦキャリアへと移
すことを決定してよかったりする。これらプロシージャの両方は同一ＢＳ内の２つの異な
るＲＦキャリア間のハンドオフ・プロシージャとして見ることができる。本開示は制御オ
ーバーヘッドを削減することを意図した単純化されたハンドオフ・プロシージャを使用し
てＲＦキャリアを切換えることの問題点に対処する。
【００４６】
　図５はマルチキャリア・システムにおけるＲＦキャリアの切換えのための動作５００の
例を示す。例示されるように、図５はサービスを提供するＢＳによって実行される動作並
びにサービスを受けるＭＳによって実行される対応する動作を与える。図５での動作に対
応して、図６は、１つのＲＦキャリアから別のＲＦキャリアへの切換えプロシージャの期
間における、サービスを提供するＢＳとＭＳとの間での制御メッセージの交換を示す。
【００４７】
　５１０における、キャリア・ハンドオフ（ＨＯ）処理の開始で、ＢＳはキャリア・ハン
ドオフ・アイデンティフィケーション（Carrier Handoff Identification）（ＣＡＲＲＩ
ＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤ）メッセージ６１０をＭＳに送信し得る。５１５において、ＭＳはＣＡ
ＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤメッセージを受信し得る。ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤは、ＭＳ
がキャリア・ハンドオフを試みる以前の現在のプライマリＲＦキャリアにおける最後のフ
レーム、キャリアの所在位置のような切換ＲＦキャリアについての何か必要な情報、およ
び新プライマリＲＦキャリアの同期チャネルについての付加的情報を含み得る。これら情
報のうちのいくつかはＢＳによって以前に送信されていてもよく、この場合それらを改め
て送信する必要はない。ＢＳは単に、現在のプライマリＲＦキャリアとＭＳがハンドオフ
される先の新ＲＦキャリアとの間で異なる情報を含め得るだけである。例えば、もし両方
のＲＦキャリアが同一の巡回プレフィックス（cyclic prefix）（ＣＰ）を利用するなら
ば、そこでＢＳはＣＰについて何の情報も送る必要はなく、ＭＳは新ＲＦキャリアは同一
のＣＰを利用することを想定し得る。
【００４８】
　５２０では、ＭＳが、ＢＳに移動局確認応答アイデンティフィケーション（Mobile Sta
tion Acknowledgement Identification）（ＭＳ－ＡＣＫ＿ＩＤ）メッセージ６２０を送
ることによって、ＣＡＲＲＩＥＲ＿ＨＯ＿ＩＤ６１０の受信を確認応答し得る。５２５で
は、ＢＳがＭＳからのＭＳ－ＡＣＫ＿ＩＤメッセージを受信し得る。これに続いて５３０
では、ＢＳが旧ＲＦキャリアにおけるリソースを割当てることを停止し得る。５３５では
、ＢＳが、ＭＳにアロケーション・ニュー・キャリア（Allocation New Carrier）（ＡＬ
ＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲ）メッセージ６３０を送ることによって、新プライマリＲＦキャ
リアにおけるリソースをＭＳに割当て得る。ＢＳは、また、ＭＳが自分は新ＲＦキャリア
への同期処理に成功したということを確認応答するために、ＩＥＥＥ８０２．１６ｍ規格
によって指定される高速フィードバックアップリンクチャネルにおけるリソースを割当て
ることもあり得る。５４０では、ＭＳがＢＳからＡＬＬＯＣ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージ
６３０を受信し得る。
【００４９】
　新ＲＦキャリアへの同期成功の後、５４５では、高速フィードバックアップリンクチャ
ネルの以前の割当てリソースを使用して、ＭＳが移動局確認応答ニュー・キャリア（Mobi
le Station Acknowledgement New Carrier）（ＭＳ－ＡＣＫ＿ＮＥＷＣＡＲＲ）メッセー
ジ６４０をＢＳに送り得る。確認応答メッセージを受信することに先立ち、ＢＳは、ハン
ドオフ処理中の任意の問題に備えて、ＭＳのための旧プライマリＲＦキャリアにおけるリ
ソース割当てを保持し得る。５５０では、ＢＳが、新ＲＦキャリアへの同期成功の確認と
して、ＭＳからＭＳ－ＡＣＫ＿ＮＥＷＣＡＲＲメッセージを受信し得る。この後５５５で
は、ＢＳが旧ＲＦキャリアにおけるリソースを、それらが必要とされないのでリリースし
てもよい。
【００５０】
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　上述の方法の様々な動作は、複数の図面に示される手段－プラス－機能ブロックに対応
する様々なハードウェア・コンポーネントおよび／またはソフトウェア・コンポーネント
および／またはモジュールによって行われ得る。例えば、図５に示されるブロック５１０
～５５５は図５Ａに示される手段－プラス－機能ブロック５１０Ａ～５５５Ａに対応する
。さらに一般的には、対応する相手先の手段－プラス－機能図を有する図面に示される方
法がある場合、これら動作ブロックが同様な番号を持つ手段－プラス－機能ブロックに対
応する。
【００５１】
　本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回路は
、汎用プロセッサ、デジタル信号処理装置（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（applicat
ion specific integrated circuit）（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲー
ト・アレイ（field programmable gate array）（ＦＰＧＡ）若しくは他のプログラム可
能な論理デバイス（programmable logic device）（ＰＬＤ）、ディスクリート・ゲート
（discrete gate）若しくはトランジスタ・ロジック、ディスクリート・ハードウェア・
コンポーネント（discrete hardware components）、または本明細書に記載された複数の
機能を行うために設計されたそれらの任意の組合せを用いて実施または行われてよい。汎
用プロセッサはマイクロプロセッサであってよい、しかし、代わりに、プロセッサは任意
の商業的に入手可能なプロセッサ、コントローラ(controller)、マイクロコントローラ(m
icrocontroller)、またはステート・マシン（state machine）であってよい。プロセッサ
は計算デバイス(computing devices)の組合せ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの
組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと結合された１または複数のマイクロプ
ロセッサ、あるいは任意の他のこうした構成、として実施されてもよい。
【００５２】
　本開示に関連して述べた方法またはアルゴリズムの複数のステップは、直接的にハード
ウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュール、あるいはこれら二者
の組合せにおいて実施されてよい。ソフトウェア・モジュールは当該技術分野で公知であ
る任意の形式の記憶媒体内に常駐し得る。使用される得る記憶媒体のいくつかの例は、ラ
ンダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュ・メ
モリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハード・ディスク、取り外し
可能なディスク、ＣＤ－ＲＯＭ等々を含む。ソフトウェア・モジュールは単一の命令若し
くは多数の命令を含み得るもので、幾つかの異なるコード・セグメントにわたって様々な
異なるプログラムの間および複数の記憶媒体間に分散され得る。記憶媒体は、プロセッサ
が記憶媒体から情報を読み、この記憶媒体に情報を書くことができるようにプロセッサに
結合され得る。代わりに、記憶媒体はプロセッサと一体的であってよい。
【００５３】
　本明細書で開示される複数の方法は、記載された方法を達成するために１または複数の
ステップまたはアクションを含む。これら方法ステップおよび／またはアクションは特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに入れ替え得る。換言すれば、これらステップ若し
くはアクションの特定順序が特定されない限り、複数の特定ステップおよび／またはアク
ションの順序および／または使用は特許請求の範囲の範疇から逸脱することなく変形され
てよい。
【００５４】
　説明された複数の機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれ
らの任意の組合せで実施され得る。もしソフトウェアで実施されるならば、これら機能は
１または複数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体はコンピュ
ータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であってよい。限定しな
い例として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ
－ＲＯＭ若しくは他の光学ディスク・ストレージ、磁気ディスク・ストレージ若しくは他
の磁気記憶装置、あるいは、所望のプログラム・コードを命令若しくはデータ構造の形式
で移送若しくは記憶するために使用されることができコンピュータによってアクセスされ
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ることができる任意の他の媒体を含むことができる。本明細書で使用されるディスク（ｄ
ｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、レーザ・ディスク、光学デ
ィスク、デジタル多用途ディスク（digital versatile disc）（ＤＶＤ）、フロッピー(
登録商標)・ディスクおよびブルーレイ(登録商標)ディスクを含み、ここにおいてｄｉｓ
ｋは磁気的に通常データを再生し、ｄｉｓｃはレーザを用いてデータを光学的に再生する
ものである。
【００５５】
　ソフトウェア若しくは複数の命令は、伝送媒体を介して伝送されてもよい。例えば、も
しソフトウェアがウェブサイト、サーバ、または他の遠隔情報源から、同軸ケーブル、光
ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア（twisted pair）、デジタル加入者線（digital su
bscriber line）（ＤＳＬ）、または、赤外線、無線波およびマイクロ波のような無線技
術を使用して伝送される場合、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、
ＤＳＬ、または、赤外線、無線波およびマイクロ波のような無線技術は、伝送媒体の定義
に含まれる。
【００５６】
　さらに、本明細書記載の方法と技術を行うためのモジュールおよび／または他の適切な
手段は、適宜利用者端末および／または基地局によって、ダウンロードされるおよび／ま
たは他の方法で入手されることが可能であると認識されるべきである。例えば、このよう
な装置はサーバに結合されて、本明細書記載の複数の方法を行うための手段の転送を容易
にできる。代わって、本明細書記載の様々な方法は記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、
コンパクト・ディスク（ＣＤ）またはフロッピー・ディスク等々のような物理的な記憶媒
体）を介して提供されることが可能であり、その結果利用者端末および／または基地局は
、装置に記憶手段を結合若しくは供給し、様々な方法を入手できる。さらに、本明細書記
載の方法と技術を装置に提供する任意の他の適切な技術が利用可能である。
【００５７】
　特許請求の範囲が上に説明された正確な構成およびコンポーネントに限定されないこと
が理解されるべきである。様々な変形、変更および変化が、特許請求の範囲から逸脱する
ことなく、上記の方法と装置の構成、動作および詳細において為されてよい。
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